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はじめに 

第 76回国民体育大会開催基本構想の策定にあたって 

 第 76回国民体育大会（以下「国体」という）が平成 33年に三重県で開催されます。 

 本県での開催は、昭和 50年の第 30回大会以来となります。前回の大会では、開催を

翌年に控えた昭和 49 年に石油危機が発生し、資材難や物価の高騰に見舞われ、かつて

ない悪条件の中で国体の準備を進めることとなりました。 

 しかし、こうした厳しい環境の中であってこそ、華美を求めず創意工夫を凝らして、

実り多き大会にすることができました。 

 それは、前回大会が当時、「節約国体」「普段着国体」と言われる一方で、「新生国体」

「質実国体」と評されたことにも、この大会が国体本来の姿を追い求めて、一定の成果

をあげたことがうかがえます。 

 昭和 50 年の前回大会を契機に、多くの方の献身的なご尽力により選手育成の基盤と

なる競技団体の活動がさらに拡大、発展するなど、数多くの競技において普及、振興が

図られてきました。 

 また、開催から約 40 年の時を経た今、当時活躍した選手がやがて指導者となって後

進の育成に励み、その教え子からオリンピック選手をはじめ、国内外で活躍する多くの

選手が輩出されるなど、三重国体で培った選手・競技のＤＮＡが次世代へと受け継がれ

ています。 

 私たちは、かつて第 30 回大会の準備に懸命に取り組み、大会を成功に導いたスポー

ツ関係者など県民の皆さんの思いを大切にしながら、平成 33 年の第 76 回大会もまた、

前回大会同様、県民の皆さんのご支援をいただき、個性豊かで充実した大会となるよう

たゆまぬ努力を重ねていく必要があります。 

 開催基本構想は、大会にかけるこのような考え方を結実させるため、第 76 回国民体

育大会開催基本方針（平成 24 年８月 31 日第 76 回国民体育大会三重県準備委員会第１

回総会決定）に基づき、大会の開催及び開催準備に向けた基本目標とその実現に向けた

主な取組などを明らかにするものです。 

 この開催基本構想を活用して、多くの県民の皆さんのご理解とご協力をいただきなが

ら大会の開催準備を進めてまいります。 
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  ②競技会については、会場地市町の特色を生かした運営を検討するとともに、会場

にお越しいただけない人にも、各競技会の模様や速報が届き、感動の輪が広がる

よう、情報発信手法の工夫に努めます。 

また、各競技会を「する」「みる」「支える」人々が、いずれにおいても、その思

い出を自らの達成感や充実感とともに、次世代に語り継ぎたいと思うような参加

の機会づくりに努めます。 

③国体の文化プログラムとして、スポーツや郷土の文化等をテーマとして、“三重

の魅力”や地域が持つさまざまな価値に気づいていただけるような取組を進めて

いきます。 

また、実施にあたっては三重県立総合博物館（ＭｉｅＭｕ）、首都圏営業拠点（三

重テラス）等の活用をはじめ、県内市町、文化団体等との連携を図りながら情報

発信に努めます。 

（４）来訪者との交流 

  ①全国から集う選手の皆さんが、その持てる力を伸び伸びと発揮できるよう、本県

選手同様、県内各地で全選手の活躍を見守り、応援します。また、競技会では、

会場地となる市町が、それぞれの地域の特色を生かしたおもてなしや、交流の機

会づくりに努めます。 

  ②初めて三重にお越しいただく人も、また何度となく三重にお越しいただく人にも、

いつ来ても、何度来ても、必ず何か新しい“魅力”の発見と、温かい心のつなが

りを感じていただけるような、そんな心のこもったおもてなしに努めます。 
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三重県では、スポーツが人にもたらすさまざまな価値が十分に発揮され、県民の皆さ

んがそれを享受することで、スポーツを通じた人づくりや地域づくりを進め、県民の力

を結集した元気なみえを目指すため、三重県スポーツ推進条例を昨年 12 月に制定し、

本年４月から施行しています。 

国体が一過性のスポーツイベントに終わることなく、三重県での国体がめざす県民の

力を結集したスポーツによる元気なみえづくりにつながるよう、取組を進めてまいりま

す。 

 

（１）子どもの体力向上とスポーツ活動の充実 

国体の競技を間近に触れることにより、子どもたちにスポーツの魅力を伝え、多く

の子どもたちが運動やスポーツを好きになるなど、国体の開催を契機として、自ら日

常的に体を動かす習慣を身につける取組を推進し、子どもの体力の向上とスポーツ活

動の充実に努めます。 

（２）地域におけるスポーツ活動の推進 

  国体の正式競技、特別競技、公開競技及びデモンストレーションスポーツの実施な

ど、国体の開催を契機として、多くの県民の皆さんがスポーツに対する興味や関心を

持ち、地域におけるスポーツ活動がさらに推進されるよう、県民の皆さんがスポーツ

を「する」「みる」「支える」活動機会の拡大に努めます。 

（３）競技力の向上 

本県選手の活躍は、県民の皆さんに夢と感動を与えるとともに、一体感を醸成し、

郷土への思いをともにすることができます。国体開催年での天皇杯・皇后杯の獲得

をめざすとともに、国体後もジュニア・少年選手や成年選手の育成・強化、指導者

の養成・確保など競技力の向上に取り組んでいきます。 

（４）障がい者によるスポーツ活動の推進 

国体に続き開催される全国障害者スポーツ大会を契機に、障がい者のスポーツを

通じた一層の社会参加が進むとともに、県民の障がいに対する理解がより深まるこ

とをめざして、障がい者のスポーツ参加機会の充実や参加意欲の促進、障がい者ス

ポーツ団体の育成・強化、選手の発掘・育成、練習環境の整備などに取り組んでい

きます。 

（５）スポーツを通じた地域の活性化 

  国体の開催は、三重県の魅力を全国に発信する絶好の機会であることから、国体開

催を通じて観光振興や県産品等のＰＲなど地域活性化の取組に結びつけていくとと

もに、会場となった施設等を活用したスポーツイベントの誘致促進など、国体の開催

を契機として、スポーツを通じた地域の活性化に取り組んでいきます。 

第４章 スポーツによる“元気なみえ”をめざして 

～みえでの国体開催を契機として～ 
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おわりに 

「県民力を結集した元気なみえの創造」に向けて 

 

 「スポーツは人生を豊かにし、私たちに幸福を実感させるものである。」 

 これは、三重県スポーツ推進条例の前文冒頭の文章です。 

 平成 30年の全国高校総体から始まり、平成 33年の国体に至る４年間は、スポーツの

持つ大きなインパクト（「人生を豊かにし、幸福を実感させるもの」）を、県民の皆さん

や県外から来訪される皆さんにさまざまな形で提供できるチャンスであり、「人や地域

が元気なみえ」になっていく、またとない好機と受けとめています。 

 国体はまさにこれらの好機を締めくくる大きなイベントであり、国体がもたらす様々

な効果を十二分に引き出し、また永続させることで、私たちのめざすスポーツを通じた

人づくり、地域づくりに取り組んでいきます。 

 


